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出拍
‘
間
防
守
・
不
世
什
寄
悦
司
中
島
バ
私
の
不
才
陀
て
京
都
御
仕
躍
動
中

印
刷
可
能
成
と
は
不
出
砂
利
廿
候
。
大
事
の
仰
市
山
花
候
市
内
只
今
御
部
巾
上

候
て
以
後
・
仕
モ
と
た
ひ
候
て
は
御
錆
に
よ
る
し
か
ら
ね
慌
に
候

問
、
御
菟
被
下
候
線
被
巾
上
候
。
什同
時
被
仰
出
候
は
‘
共
方
税
伊
賀

周
防
中
大
方
に
は
制
動
可
巾
と
車
中
存
候
。
外
に
思
召
お
り
の
も
の
拙
…

之
伐
は
ピ
、
間
防
叶
可
に
被
仰
付
侠
絞
に
と
都
世
什
候
。
椅
夫
の
首
切
巾

z
-s
pか
e

患
に
侠
銀
、

械
な
る
者
に
て
は
無
之
候
山
被
巾
上
候
へ
ば
、
却
炉山自信院院
に
主
主
晶
と

見え
巾山川

oel-z依
田
世
話
。

r千
足
問
。
な
ぞ
ト
ド
ム
ロ
徳
院
線
、
モ
れ
な
れ
ば

℃
隙
聞
と
色
見
倣へ
と
巾
さ
れ
曲
。
御
吻
例
目
可
彼
成
除

仰
い
世
山
刊
に
被
思
召
侠
旨
に
て
、
伊
賀
守
御
限
被
下
郎
京
候
以
後
、
周

防
守
被
仰
付
、
早
速
上
京
候
て
、
伊
賀
守
と
替
り
申
様
と
の
協
に
候

上
快
へ
ば
、と
か
く
御
前
の
御
口
き
、
に
て
は
・維
も
っ
と
め
可
申
と

被川山
H
H
候
人
無
之
候
問
、
友
候
は
む
伊
賀
守
目
利

K
τ
巾
上
侠
へ
と

の
印
刷
に
候
。
伊
賀
守
被
巾
候
は
、
私
協
は
常
に
京
都
陀
混
在
候
故
、江

戸
仰
家
来
の
人
が
ら
不
品
候
へ
ば
、
存
命
巾
・
人
無
之
山
被
巾
上
候
路
、

共
と
も
に
可
然
と
作
候
も
の
は
無
之
候
哉
、
巾
・上
候
微
に
再
三
上
意

民
候
。
共
時
伊
賀
司
被
巾
上
候
は
、
左
割
に
御
座
候
は
ピ
、
せ
が
れ

快
へ
ば
、
伊
沢
守
被
巾
肢
は
、
大
勢
御
夜
中
の
内
、
私
替
に
被
遊
候

人
机
…
之
と
小
山
山
は
有
之
間
数
前
半
存
候
。

H
L
は
御
無
理
に
府
中
有
旨
被
申

ブL

刀
も
亭
主
よ
り
い
ひ
出
さ
る
h

か
と
符
候
て
、
互
に
不
申
刷
、

既
に

幣
刀
暇
乞
し
て
邸
主
立
被
巾
・
候
故
、
周
防
守
E
ら
へ
銑
ら
れ
候
て
、

掠
此
間
乎
前
車
問
被
巾
候
哉
と
紋
由T
倣
へ
ば
、帯
刀
被
申
候
は
・
成
程

問
'甲
候
。
い
か
に
も
共
方
は
京
の
所
司
役
成
申
・
悶
敷
と
存
候
由
被
申
・

候
へ
ば
、
問
防
守
さ
て
は
共
方
も
左
様
に
被
布
候
て
珍

E
K候
。
手

巾
・
共
上
順
て
紀
州
へ
回
同
越
依
故
、逢
可
申
と
右
候
て
参
候
と
て
、
州
艇

k

酬
明
し
被
巾
候
。

G
7
主
も
定
て
此
俄
帯
刀
可
被
中
出
と
被
存
、
叉
帯

も
、
私
心
に
総
合
不
小
限
企
部
中
川
氏
候
印
刷
は
不
能
成
候
問
、
述
て
御
話
国

被
成
候
桜
花
と
紋
巾
候

τ、
中
b
k

合
粘
眠
不
被
致
候
。
共
時
安
藤
帯
刀

江
戸
に
相
川
山
候
て
混
在
候
。
間
防
守
と
別
て
酬
明
し
申
候
故
、
老
中
方

帯
刀
を
招
松
巾
、
御
自
分
は
閃
防
守
と
相
口
民
候

m・
仰
向
巾
候
桜

御
申
白可
有
之
旨
に
候
。
帯
刀
被
巾
候
は
・
親
伊
賀
司
申
に
付
上
よ
り

再
三
被
仰
出
候
上

E
・
左
却
制
陀
御
断
中
山
山
花
侠
へ
ば
、
我
等
申
候
て

も
中
h
k

糸
引
仕
べ
き
と
は
不
存
候
斜
共
、
市
士

見
可
申
出
田
被
申
候

て
、
周
防
守
方

へ
被
傘
候
へ
ば
、
周
防
守
出
被
中
侠
て
何
と
て
被
参

候
哉
と
被
中
候
へ
ば
、
帯
刀
い
や
別
俄
も
無
之
候
へ
北
ハ
、
久
敷
逢
不

守
図
利
K
τ

共
方
可
然
ぽ
巾
上
候
。
此
上
は
御
断
巾
上
候
に
不
及

皆
、
恋
て
被
仰
出
候
へ
ど
も
、
周
防
守
、
た
と
ひ
伊
賀
守
中
上
候
て
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